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ター制御でニューロン特異的に ChR2 と蛍光タンパク質 Venus との融合タンパク質（ChR2V）を発
現するトランスジェニックラット（W-TChR2V4）を作製した。Thy-1.2 プロモーター制御下におい
ては、中枢、末梢神経系に広く遺伝子が発現することが知られている。 






























対側のウィスカパッドに青色光を連続して照射すると、光と同期して連続した LFP と MUA の反
応が記録された。光ファイバーによる単一ウィスカへの光照射に対しては、LFP、MUA ともに反応
が記録された。しかし、ウィスカパッドへの光照射と単一ウィスカへの光照射とでは、LFP 反応の
潜時（ウィスカパッド、単一ウィスカでそれぞれ 5.8±0.6 s、10.2±2.8 s）に有意差がみられた。 
対側青色光照射では光照射直後の LFP、MUA の反応（Light evoked burst; LEB）に加え、時間
差を伴った 10-20 Hz で振動するバースト活動（periodic afterburst; PAB）が計測された。ウィ
スカパッド、単一ウィスカ、離れた単一ウィスカなど、光照射の空間的パターンの違いが、LEB 








































た LFP, MUA の応答(light-evoked burst, LEB)および短い抑制ののち 1 秒以内持続する繰り返し
バースト(periodic afterburst, PAB)が、特徴的に認められた。光照射の時空間パターンの違い
は、LEBと MUAの大きさ、持続時間、周波数成分などの違いとして表現されていた。論文提出者は、
また、16か所のウィスカ毛根に光ファイバーで光照射をおこない、その効果を fMRIで計測した。
その結果、体側のバレル野に限局した BOLD信号が時間依存的に出現することを認めた。BOLD信号
の出現は、単一ウィスカ光照射によっても引き起こされたが、空間的により限局されていた。本
研究の成果により、光を用いてウィスカに様々な時空間パターン入力を行い、その脳内表現を解
明する道が開かれた。以上は、論文提出者が自立して研究活動を行うに必要な高度の研究能力と
学識を有することを示している。したがって，本城達也提出の論文は，博士（生命科学）の博士
論文として合格と認める。 
 
 
 
 
 
